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COVER 桜とともに、あたらしい季節
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　令和８年度から生殖補助医療と一般不妊治療、
男性不妊治療を助成対象に加えるとともに、助
成単価の引き上げ、年齢・回数の制限を撤廃し、
不妊に悩む夫婦の経済的負担軽減を図ります。

　１歳の誕生日を機に、子育てに関するアン
ケートを行い、それぞれの家庭に合ったきめ細
やかな子育て支援につなげるとともに、初めて
の誕生日を祝し、祝い金を支給します。

 

３
月
定
例
議
会
で
小
林
宣
夫
町
長
が
示
し
た
、
令
和
８
年
度
の
町
政

執
行
方
針
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

 

現
在
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
お
よ
び
令
和
８
年

度
の
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
、
第
６
次

総
合
計
画
の
分
野
目
標
ご
と
に
説
明
し
ま
す
。

　感染症を予防するため、令和８年度から定期
接種化されるＲＳウイルス感染症（母子免疫ワ
クチン）等の予防接種費用の助成を行い、予防
接種を推進します。

　町内における犯罪を未然に防止
するため、防犯カメラの設置を希望
する個人に対して対象経費の２分の
１（上限３万円）を補助し、安全で
安心なまちづくりを推進します。

 保護者の就労状況に関わらず、生後６か月か
ら満３歳未満の子どもが保育所等を毎月一定時
間利用できるようにし、良質な生育環境を整え、
すべての子どもの育ちを応援します。

 文化交流会館の令和８年９月開館に向け、ネッ
トワーク通信環境整備などを実施し、開館後は、
町民の文化・芸術の振興および地域交流の拠点と
して、魅力ある施設運営を目指します。

　マンホールトイレやかまどベンチの展示紹介
とともに地震体験や防災クイズラリー、自衛隊
による炊き出しの試食などの体験を通して、参
加者の防災・減災に関する理解と意識向上を図
ります。

　令和６年度から開始した中学生の学校給食費
無償化に加え、子育て世帯への更なる支援とし
て、国・県と連携し、小学生の学校給食費無償
化を行います。

　化学肥料や農薬を使用しない
有機農業を推進し、環境対策や
有機農産物の付加価値の向上、
地産地消の促進を図るとともに、
令和８年10月から有機米の学校
給食での提供を開始し、児童生
徒により安全な食を提供します。

　授業や部活動などでの夏期使用のほか、災害
時には町民の避難所として活用する体育館につ
いて、空調設備の整備を進めます。

　町内産農畜水産物の規格外品を
含む全量出荷による収益力向上、
生産規模拡大、特産品の開発強化
等を図るため、加工施設建設と地
域商社設立を目指します。

　令和８年度から生殖補助医療と一般不妊治療、
男性不妊治療を助成対象に加えるとともに、助
成単価の引き上げ、年齢・回数の制限を撤廃し、
不妊に悩む夫婦の経済的負担軽減を図ります。

　１歳の誕生日を機に、子育てに関するアン
ケートを行い、それぞれの家庭に合ったきめ細
やかな子育て支援につなげるとともに、初めて
の誕生日を祝し、祝い金を支給します。
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　感染症を予防するため、令和８年度から定期
接種化されるＲＳウイルス感染症（母子免疫ワ
クチン）等の予防接種費用の助成を行い、予防
接種を推進します。

　町内における犯罪を未然に防止
するため、防犯カメラの設置を希望
する個人に対して対象経費の２分の
１（上限３万円）を補助し、安全で
安心なまちづくりを推進します。

 保護者の就労状況に関わらず、生後６か月か
ら満３歳未満の子どもが保育所等を毎月一定時
間利用できるようにし、良質な生育環境を整え、
すべての子どもの育ちを応援します。

文化交流会館の整備と管理運営

 文化交流会館の令和８年９月開館に向け、ネッ
トワーク通信環境整備などを実施し、開館後は、
町民の文化・芸術の振興および地域交流の拠点と
して、魅力ある施設運営を目指します。

 文化交流会館の令和８年９月開館に向け、ネッ
トワーク通信環境整備などを実施し、開館後は、
町民の文化・芸術の振興および地域交流の拠点と
して、魅力ある施設運営を目指します。

 文化交流会館の令和８年９月開館に向け、ネッ
トワーク通信環境整備などを実施し、開館後は、
町民の文化・芸術の振興および地域交流の拠点と
して、魅力ある施設運営を目指します。

防災訓練事業（防災フェア）
　マンホールトイレやかまどベンチの展示紹介
とともに地震体験や防災クイズラリー、自衛隊
による炊き出しの試食などの体験を通して、参
加者の防災・減災に関する理解と意識向上を図
ります。

　マンホールトイレやかまどベンチの展示紹介
とともに地震体験や防災クイズラリー、自衛隊
による炊き出しの試食などの体験を通して、参
加者の防災・減災に関する理解と意識向上を図
ります。

　マンホールトイレやかまどベンチの展示紹介
とともに地震体験や防災クイズラリー、自衛隊
による炊き出しの試食などの体験を通して、参
加者の防災・減災に関する理解と意識向上を図
ります。

小中学生学校給食費無償化事業
　令和６年度から開始した中学生の学校給食費
無償化に加え、子育て世帯への更なる支援とし
て、国・県と連携し、小学生の学校給食費無償
化を行います。

　令和６年度から開始した中学生の学校給食費
無償化に加え、子育て世帯への更なる支援とし
て、国・県と連携し、小学生の学校給食費無償
化を行います。

　令和６年度から開始した中学生の学校給食費
無償化に加え、子育て世帯への更なる支援とし
て、国・県と連携し、小学生の学校給食費無償
化を行います。

有機農業推進事業
　化学肥料や農薬を使用しない
有機農業を推進し、環境対策や
有機農産物の付加価値の向上、
地産地消の促進を図るとともに、
令和８年10月から有機米の学校
給食での提供を開始し、児童生
徒により安全な食を提供します。

　化学肥料や農薬を使用しない
有機農業を推進し、環境対策や
有機農産物の付加価値の向上、
地産地消の促進を図るとともに、
令和８年10月から有機米の学校
給食での提供を開始し、児童生
徒により安全な食を提供します。

　化学肥料や農薬を使用しない
有機農業を推進し、環境対策や
有機農産物の付加価値の向上、
地産地消の促進を図るとともに、
令和８年10月から有機米の学校
給食での提供を開始し、児童生
徒により安全な食を提供します。

中学校体育館空調設備整備事業
　授業や部活動などでの夏期使用のほか、災害
時には町民の避難所として活用する体育館につ
いて、空調設備の整備を進めます。

　授業や部活動などでの夏期使用のほか、災害
時には町民の避難所として活用する体育館につ
いて、空調設備の整備を進めます。

　授業や部活動などでの夏期使用のほか、災害
時には町民の避難所として活用する体育館につ
いて、空調設備の整備を進めます。

農畜水産物のイメージアップ
　町内産農畜水産物の規格外品を
含む全量出荷による収益力向上、
生産規模拡大、特産品の開発強化
等を図るため、加工施設建設と地
域商社設立を目指します。

　町内産農畜水産物の規格外品を
含む全量出荷による収益力向上、
生産規模拡大、特産品の開発強化
等を図るため、加工施設建設と地
域商社設立を目指します。

　町内産農畜水産物の規格外品を
含む全量出荷による収益力向上、
生産規模拡大、特産品の開発強化
等を図るため、加工施設建設と地
域商社設立を目指します。

者
対
策
な
ど
を
推
進
し
、
町
民
の
安
全
・

安
心
な
生
活
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

次
代
を
担
う
人
を
育
む
教
育
・
文
化

の
ま
ち

　

本
町
の
児
童
生
徒
が
、
デ
ジ
タ
ル
社
会

を
生
き
抜
く
た
め
に
必
要
な
資
質
・
能
力

を
育
む
た
め
、
一
人
一
台
端
末
や
電
子
黒

板
等
の
利
活
用
を
促
進
し
、
確
か
な
効
果

が
発
現
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
中
学
生
の
英
語
教
育
に
生
成
Ａ
Ｉ
を

導
入
す
る
こ
と
で
、
英
語
力
の
向
上
を
図

り
、
国
際
社
会
で
活
躍
す
る
人
材
の
育
成

を
進
め
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
令
和
８
年
10

月
か
ら
町
内
産
有
機
米
を
使
用
し
た
米
飯

の
提
供
を
開
始
し
、
引
き
続
き
、
子
ど
も

た
ち
の
よ
り
健
全
な
発
育
に
資
す
る
給
食

の
提
供
と
地
産
地
消
の
推
進
に
努
め
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
中
学
生
の
給
食

無
償
化
に
続
き
、
令
和
８
年
４
月
か
ら
学

校
給
食
費
負
担
軽
減
交
付
金
を
活
用
し
た

小
学
生
の
給
食
費
無
償
化
を
実
施
し
ま

す
。

　

茨
城
町
文
化
交
流
会
館
「
い
ば
Ｓ
Ｕ
Ｎ

ホ
ー
ル
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
施

設
の
愛
称
募
集
や
現
場
見
学
会
の
実
施
な

ど
を
通
じ
て
、
施
設
の
利
活
用
に
向
け
た

機
運
の
醸
成
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
併
せ

て
、
町
民
と
と
も
に
施
設
の
開
館
を
祝
う

記
念
事
業
の
実
施
に
向
け
、
有
識
者
や
町

民
の
代
表
等
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会
を

組
織
し
、
事
業
内
容
や
運
営
方
法
等
の
検

討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
本
会
館
は
、
令

和
８
年
９
月
に
供
用
開
始
を
予
定
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
開
館
に
向
け
た
準
備
や
開

館
記
念
事
業
を
着
実
に
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
本
町
の
文
化
交
流
拠
点
と
し
て
町

民
に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る
施
設
と
な
る
よ

う
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
は
、
町
制
施
行
70
周
年
を

迎
え
た
こ
と
か
ら
、
70
周
年
を
記
念
し

て
、
９
月
に
開
館
す
る
文
化
交
流
会
館
に

お
い
て
「
茨
城
町
民
の
日
町
制
施
行
70
周
年

記
念
式
典
」
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

活
力
と
交
流
あ
ふ
れ
る
元
気
産
業
の

ま
ち

　

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
つ
い

て
は
、
今
後
も
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
施
策

と
し
て
位
置
付
け
、
持
続
可
能
で
生
産
性

の
高
い
農
業
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

農
業
生
産
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
、

国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業
「
茨
城
中

部
地
区
」
や
、
県
営
土
地
改
良
事
業
「
木

部
飯
沼
地
区
」
な
ど
、
効
率
的
な
大
規
模

農
業
を
可
能
と
す
る
区
画
整
理
事
業
や
用

排
水
施
設
整
備
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

　

生
産
者
の
所
得
向
上
と
経
営
の
安
定
を

図
る
た
め
、
町
内
農
産
物
の
生
産
拡
大
に

寄
与
し
、
そ
の
他
規
格
外
品
を
活
用
し
た

フ
ー
ド
ロ
ス
の
削
減
に
資
す
る
加
工
施
設

の
整
備
に
向
け
、
基
本
設
計
等
を
実
施
し

ま
す
。
併
せ
て
、
地
域
産
品
の
発
掘
や
商

品
開
発
、
販
路
開
拓
な
ど
、
地
域
の
稼
ぐ

力
を
最
大
限
に
引
き
出
し
、
活
性
化
を
図

る
た
め
地
域
商
社
の
設
立
準
備
を
進
め
ま

す
。

　

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
化
な

ど
、
農
地
利
用
の
最
適
化
に
つ
い
て
は
、

遊
休
農
地
の
解
消
に
取
り
組
む
担
い
手
農

家
に
対
し
て
、
必
要
な
経
費
の
一
部
を
助

成
す
る
農
地
集
積
加
速
化
事
業
を
推
進
し

ま
す
。

　

観
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振
興
に
つ
い
て
は
、
涸
沼
自
然
公

園
に
お
い
て
、
観
光
誘
客
を
促
進
す
る
た

め
、
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
交
流

の
促
進
を
目
的
と
し
た
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
ま
す
。
今
後
も
、
「
涸
沼
自

然
公
園
魅
力
ア
ッ
プ
計
画
」
に
基
づ
き
、

本
町
の
観
光
・
交
流
拠
点
と
し
て
、
整
備
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令和８年度の主な事業

　令和８年度から生殖補助医療と一般不妊治療、
男性不妊治療を助成対象に加えるとともに、助
成単価の引き上げ、年齢・回数の制限を撤廃し、
不妊に悩む夫婦の経済的負担軽減を図ります。

　令和８年度から生殖補助医療と一般不妊治療、
男性不妊治療を助成対象に加えるとともに、助
成単価の引き上げ、年齢・回数の制限を撤廃し、
不妊に悩む夫婦の経済的負担軽減を図ります。

　令和８年度から生殖補助医療と一般不妊治療、
男性不妊治療を助成対象に加えるとともに、助
成単価の引き上げ、年齢・回数の制限を撤廃し、
不妊に悩む夫婦の経済的負担軽減を図ります。

不妊治療費助成事業

　１歳の誕生日を機に、子育てに関するアン
ケートを行い、それぞれの家庭に合ったきめ細
やかな子育て支援につなげるとともに、初めて
の誕生日を祝し、祝い金を支給します。

　１歳の誕生日を機に、子育てに関するアン
ケートを行い、それぞれの家庭に合ったきめ細
やかな子育て支援につなげるとともに、初めて
の誕生日を祝し、祝い金を支給します。

　１歳の誕生日を機に、子育てに関するアン
ケートを行い、それぞれの家庭に合ったきめ細
やかな子育て支援につなげるとともに、初めて
の誕生日を祝し、祝い金を支給します。

ファーストバースデイ事業
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標
ご
と
に
説
明
し
ま
す
。

 

３
月
定
例
議
会
で
小
林
宣
夫
町
長
が
示
し
た
、
令
和
８
年
度
の
町
政

執
行
方
針
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

 

現
在
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
お
よ
び
令
和
８
年

度
の
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
、
第
６
次

総
合
計
画
の
分
野
目
標
ご
と
に
説
明
し
ま
す
。

 

３
月
定
例
議
会
で
小
林
宣
夫
町
長
が
示
し
た
、
令
和
８
年
度
の
町
政

執
行
方
針
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

 

現
在
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
お
よ
び
令
和
８
年

度
の
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
、
第
６
次

総
合
計
画
の
分
野
目
標
ご
と
に
説
明
し
ま
す
。

乳児等通園支援事業

　感染症を予防するため、令和８年度から定期
接種化されるＲＳウイルス感染症（母子免疫ワ
クチン）等の予防接種費用の助成を行い、予防
接種を推進します。

　感染症を予防するため、令和８年度から定期
接種化されるＲＳウイルス感染症（母子免疫ワ
クチン）等の予防接種費用の助成を行い、予防
接種を推進します。

　感染症を予防するため、令和８年度から定期
接種化されるＲＳウイルス感染症（母子免疫ワ
クチン）等の予防接種費用の助成を行い、予防
接種を推進します。

予防接種に係る費用助成 　町内における犯罪を未然に防止
するため、防犯カメラの設置を希望
する個人に対して対象経費の２分の
１（上限３万円）を補助し、安全で
安心なまちづくりを推進します。

　町内における犯罪を未然に防止
するため、防犯カメラの設置を希望
する個人に対して対象経費の２分の
１（上限３万円）を補助し、安全で
安心なまちづくりを推進します。

　町内における犯罪を未然に防止
するため、防犯カメラの設置を希望
する個人に対して対象経費の２分の
１（上限３万円）を補助し、安全で
安心なまちづくりを推進します。

防犯カメラ設置支援事業

 保護者の就労状況に関わらず、生後６か月か
ら満３歳未満の子どもが保育所等を毎月一定時
間利用できるようにし、良質な生育環境を整え、
すべての子どもの育ちを応援します。

 保護者の就労状況に関わらず、生後６か月か
ら満３歳未満の子どもが保育所等を毎月一定時
間利用できるようにし、良質な生育環境を整え、
すべての子どもの育ちを応援します。

 保護者の就労状況に関わらず、生後６か月か
ら満３歳未満の子どもが保育所等を毎月一定時
間利用できるようにし、良質な生育環境を整え、
すべての子どもの育ちを応援します。

 文化交流会館の令和８年９月開館に向け、ネッ
トワーク通信環境整備などを実施し、開館後は、
町民の文化・芸術の振興および地域交流の拠点と
して、魅力ある施設運営を目指します。

　マンホールトイレやかまどベンチの展示紹介
とともに地震体験や防災クイズラリー、自衛隊
による炊き出しの試食などの体験を通して、参
加者の防災・減災に関する理解と意識向上を図
ります。

　令和６年度から開始した中学生の学校給食費
無償化に加え、子育て世帯への更なる支援とし
て、国・県と連携し、小学生の学校給食費無償
化を行います。

　化学肥料や農薬を使用しない
有機農業を推進し、環境対策や
有機農産物の付加価値の向上、
地産地消の促進を図るとともに、
令和８年10月から有機米の学校
給食での提供を開始し、児童生
徒により安全な食を提供します。

　授業や部活動などでの夏期使用のほか、災害
時には町民の避難所として活用する体育館につ
いて、空調設備の整備を進めます。

　町内産農畜水産物の規格外品を
含む全量出荷による収益力向上、
生産規模拡大、特産品の開発強化
等を図るため、加工施設建設と地
域商社設立を目指します。

健
や
か
で
や
さ
し
い
健
康
・
福
祉
の

ま
ち

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
法
に
基
づ
い
た
新
た
な
給
付

と
な
る
「
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
」
を
令

和
８
年
４
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。
こ
れ

は
、
生
後
６
か
月
か
ら
満
３
歳
未
満
の
未

就
園
児
が
、
保
護
者
の
就
労
要
件
な
ど
を

問
わ
ず
、
保
育
所
等
を
月
一
定
時
間
利
用

で
き
る
制
度
で
す
。
良
質
な
生
育
環
境
を

整
え
、
多
様
な
働
き
方
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
対
応
し
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
育
ち
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、

不
妊
治
療
費
助
成
事
業
を
拡
充
し
、
不
妊

に
悩
む
夫
婦
の
経
済
的
支
援
の
拡
充
を
図

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
医
療
保
険
適
用

外
の
先
進
医
療
に
対
し
て
最
大
５
万
円
の

助
成
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
８
年

度
よ
り
、
先
進
医
療
に
加
え
、
医
療
保
険

適
用
の
不
妊
治
療
も
助
成
対
象
と
し
、
自

己
負
担
分
の
費
用
は
１
回
に
つ
き
最
大
15

万
円
を
上
限
と
し
て
助
成
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
回
数
制
限
や
対
象
年
齢
の
上
限
を
設

け
な
い
こ
と
で
、
子
ど
も
を
持
ち
た
い
と

希
望
す
る
方
々
が
安
心
し
て
不
妊
治
療
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、

男
性
の
治
療
に
つ
い
て
も
助
成
対
象
に
加

え
ま
す
。

　

予
防
接
種
支
援
に
つ
い
て
は
、
令
和
８

年
４
月
よ
り
妊
娠
28
週
か
ら
37
週
の
方
を

対
象
に
、
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
母
子

免
疫
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
を
開
始
し
ま

す
。
妊
婦
が
接
種
し
、
胎
児
に
抗
体
を
移

行
す
る
こ
と
で
、
新
生
児
お
よ
び
乳
児
の

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
疾
病
予
防
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　

高
齢
者
支
援
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
の

皆
さ
ま
が
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
高
齢
者
施
策

の
総
合
的
か
つ
基
本
的
な
計
画
で
あ
る

「
茨
城
町
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
10
期
介

護
保
険
事
業
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

快
適
で
安
全
・
安
心
な
生
活
環
境
の

ま
ち

　

清
潔
で
魅
力
あ
る
快
適
な
生
活
環
境
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
総
合
的
な
環
境

保
全
対
策
お
よ
び
ご
み
処
理
等
環
境
衛
生

対
策
を
推
進
し
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し

て
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
た

町
民
意
識
の
醸
成
と
行
動
変
容
を
促
す
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
用
い
た
先
進
的
取
り
組
み
の
紹
介

や
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
す
る

「
茨
城
町
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開

催
し
ま
す
。

 

ま
た
、
「
涸
沼
」
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

登
録
10
周
年
に
あ
た
り
、
私
た
ち
の
豊
か

な
生
活
の
基
盤
と
な
る
「
涸
沼
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
講
演
会
な
ど
を
実
施
し
、
地
球

規
模
の
気
候
変
動
へ
の
対
策
と
と
も
に
地

域
に
お
け
る
生
物
多
様
性
保
全
に
つ
い
て

も
推
進
し
ま
す
。

 

防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
町
内
に
お
け

る
犯
罪
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
家
庭

用
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
費
用
の
一
部

を
補
助
し
、
町
民
の
防
犯
意
識
の
高
揚
と

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

 

防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
近
年
頻
発
す

る
大
規
模
災
害
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
災
害

に
強
い
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
地
域
防
災
力
の
更
な
る
強
化

に
向
け
た
総
合
的
な
防
災
体
制
の
確
立
を

図
り
ま
す
。
地
域
防
災
の
要
と
な
る
自
主

防
災
組
織
の
結
成
お
よ
び
育
成
、
活
動
支

援
に
努
め
る
と
と
も
に
、
令
和
８
年
度

は
、
防
災
訓
練
に
併
せ
て
防
災
フ
ェ
ア
を

開
催
し
、
様
々
な
自
然
災
害
体
験
や
講
習

会
、
関
係
団
体
の
出
展
等
を
通
し
て
、
町

民
の
防
災
意
識
の
啓
発
を
行
い
ま
す
。

 

そ
の
ほ
か
、
社
会
環
境
の
変
化
に
対
応

し
た
交
通
安
全
対
策
、
防
犯
対
策
、
消
費

2

　令和８年度から生殖補助医療と一般不妊治療、
男性不妊治療を助成対象に加えるとともに、助
成単価の引き上げ、年齢・回数の制限を撤廃し、
不妊に悩む夫婦の経済的負担軽減を図ります。

　１歳の誕生日を機に、子育てに関するアン
ケートを行い、それぞれの家庭に合ったきめ細
やかな子育て支援につなげるとともに、初めて
の誕生日を祝し、祝い金を支給します。

 

３
月
定
例
議
会
で
小
林
宣
夫
町
長
が
示
し
た
、
令
和
８
年
度
の
町
政

執
行
方
針
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

 

現
在
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
お
よ
び
令
和
８
年

度
の
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
、
第
６
次

総
合
計
画
の
分
野
目
標
ご
と
に
説
明
し
ま
す
。

　感染症を予防するため、令和８年度から定期
接種化されるＲＳウイルス感染症（母子免疫ワ
クチン）等の予防接種費用の助成を行い、予防
接種を推進します。

　町内における犯罪を未然に防止
するため、防犯カメラの設置を希望
する個人に対して対象経費の２分の
１（上限３万円）を補助し、安全で
安心なまちづくりを推進します。

 保護者の就労状況に関わらず、生後６か月か
ら満３歳未満の子どもが保育所等を毎月一定時
間利用できるようにし、良質な生育環境を整え、
すべての子どもの育ちを応援します。

 文化交流会館の令和８年９月開館に向け、ネッ
トワーク通信環境整備などを実施し、開館後は、
町民の文化・芸術の振興および地域交流の拠点と
して、魅力ある施設運営を目指します。

　マンホールトイレやかまどベンチの展示紹介
とともに地震体験や防災クイズラリー、自衛隊
による炊き出しの試食などの体験を通して、参
加者の防災・減災に関する理解と意識向上を図
ります。

　令和６年度から開始した中学生の学校給食費
無償化に加え、子育て世帯への更なる支援とし
て、国・県と連携し、小学生の学校給食費無償
化を行います。

　化学肥料や農薬を使用しない
有機農業を推進し、環境対策や
有機農産物の付加価値の向上、
地産地消の促進を図るとともに、
令和８年10月から有機米の学校
給食での提供を開始し、児童生
徒により安全な食を提供します。

　授業や部活動などでの夏期使用のほか、災害
時には町民の避難所として活用する体育館につ
いて、空調設備の整備を進めます。

　町内産農畜水産物の規格外品を
含む全量出荷による収益力向上、
生産規模拡大、特産品の開発強化
等を図るため、加工施設建設と地
域商社設立を目指します。
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町税
44億2,287万円

繰出金
14億7,919万円

その他
8億366万円

扶助費
29億1,870万円

人件費
29億8,405万円

公債費
9億6,722万円

補助費等
18億8,003万円

物件費
22億1,512万円

普通建設事業費
17億3,203万円

繰入金
12億8,157万円

その他
9億1,241万円国県支出金

34億3,298万円

その他
13億5,047万円

町債
7億8,230万円

地方交付税
27億9,740万円

予算総額　263億8,727万円(前年度比 0.8％増)
一般会計 149 億 8,000 万円（前年度比 2.0％減）
特別会計および企業会計 114 億  727 万円（前年度比 4.7％増）
  　令和８年度の茨城町一般会計予算は、149億8,000万円で、前年度より3億400万円の減となりました。
充実した予算とするため、限りある財源をより効果のある事業へ重点的に配分しました。

令和８年度の当初予算を紹介しますす

一般会計

特別会計および企業会計 地方消費税社会保障財源分の使い道

歳入 歳出

自主財源：町が自主的に調達するお金
　町　税…皆様に納めていただく税金
　繰入金…町の預貯金から取り崩すお金
　その他…施設使用料や証明書の発行手数料など
依存財源：国や県から補助されるお金
　国県支出金…特定の事業に対して国や県から補助さ
　　　　　　　れるお金
　地方交付税…他市町村との財源の均衡を保つために
　　　　　　　国から配分されるお金
　町債…………町が借り入れるお金
　その他………地方消費税交付金をはじめとした国か
　　　　　　　らの各種交付金など

義務的経費：支出することが義務づけられた経費
　人件費…議員や各種委員、職員の報酬や給与等
　扶助費…社会福祉にかかる経費
　公債費…借金の返済にかかる経費
裁量的経費：政策的な判断で増減できる経費
　普通建設事業費…公共施設等の建設や改修経費
　物件費…事務費や備品購入、委託等の消費的経費
　補助費等…他団体や町民の皆様に対する現金的給付の
　　　　　　経費
　繰出金…特別会計に対して支出する経費
　その他…預貯金への積立金、維持補修費などの経費

歳入用語 歳出用語

　消費税の一部は市町村に配分され、社会保障財源分
として社会保障経費に充当することとされています。
　その社会保障財源分は、4億9,300万円と前年度より
4,200万円増となっています。

国民健康保険特別会計
後期高齢者医療保険特別会計
介護保険特別会計
農業集落排水事業会計（収益的収支）
農業集落排水事業会計（資本的収支）
公共下水道事業会計（収益的収支）
公共下水道事業会計（資本的収支）
水道事業会計（収益的収支）
水道事業会計（資本的収支）
工業用水道事業会計
　　　合　　計

　 科　　目
社会福祉
社会保険
保健衛生

　 合　　計

予　算　額 　
 32億3,019万円
14億7,919万円
4億1,034万円

51億1,972万円

充　当　額 　
 1億9,050万円
2億4,660万円
5,590万円

4億9,300万円

34億5,412万円
  6億6,418万円
36億2,350万円
3億2,621万円
9,221万円

5億8,468万円
7億3,796万円
8億2,330万円
11億　　4万円

107万円
114億　727万円

※企業会計は支出予定額

【社会保障経費の内訳】

町税
44億2,287万円
町税
44億2,287万円
町税
44億2,287万円

繰出金
14億7,919万円
繰出金
14億7,919万円
繰出金
14億7,919万円

その他
8億366万円
その他
8億366万円
その他
8億366万円

扶助費
29億1,870万円
扶助費
29億1,870万円
扶助費
29億1,870万円

人件費
29億8,405万円
人件費
29億8,405万円
人件費
29億8,405万円

公債費
9億6,722万円
公債費
9億6,722万円
公債費
9億6,722万円

補助費等
18億8,003万円
補助費等
18億8,003万円
補助費等
18億8,003万円

物件費
22億1,512万円
物件費
22億1,512万円
物件費
22億1,512万円

普通建設事業費
17億3,203万円
普通建設事業費
17億3,203万円
普通建設事業費
17億3,203万円

繰入金
12億8,157万円
繰入金
12億8,157万円
繰入金
12億8,157万円

その他
9億1,241万円
その他
9億1,241万円
その他
9億1,241万円国県支出金

34億3,298万円
国県支出金
34億3,298万円
国県支出金
34億3,298万円

その他
13億5,047万円
その他
13億5,047万円
その他
13億5,047万円

町債
7億8,230万円
町債
7億8,230万円
町債
7億8,230万円

地方交付税
27億9,740万円
地方交付税
27億9,740万円
地方交付税
27億9,740万円

自
主
財
源

依
存
財
源

義
務
的
経
費

裁
量
的
経
費

55.8％
44.2％

54.1％
45.9％

【問合せ先】財政課　☎ 029－240－7123（直通）
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と
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
る
公
園
づ
く
り
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

企
業
誘
致
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
茨

城
中
央
工
業
団
地
に
お
い
て
、
立
地
が

決
定
し
て
い
た
ト
ー
ヤ
ク
株
式
会
社

が
、
令
和
９
年
２
月
の
操
業
開
始
に
向

け
、
令
和
８
年
１
月
よ
り
建
設
工
事
に

着
手
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
県
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
更
な
る
優
良
企
業
の

誘
致
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

未
来
へ
の
生
活
基
盤
が
整
っ
た
ま
ち

　

町
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
桜
の
郷

地
内
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
整
備

を
進
め
て
い
る
、小
鶴
地
内 

町
道
２
０

９
号
線
の
用
地
買
収
と
物
件
補
償
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、鳥
羽
田
地
内 

町
道

１
１
６
号
線
や
宮
ケ
崎
地
内 

町
道
４

４
３
３
号
線
の
早
期
の
供
用
開
始
を
目

指
し
、
引
き
続
き
事
業
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。ま
た
、生
活
道
路
や
通
学
路
に

つ
い
て
は
、
地
域
か
ら
の
要
望
を
踏
ま

え
な
が
ら
効
果
的
な
整
備
を
行
う
と
と

も
に
、
引
き
続
き
維
持
補
修
事
業
に
つ

い
て
も
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

国
道
６
号
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
小

鶴
西
交
差
点
周
辺
の
４
車
線
で
の
供
用

開
始
に
引
き
続
き
、
涸
沼
前
川
橋
よ
り

北
側
が
令
和
７
年
度
に
事
業
化
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
交
通
事
故
の
防
止
や

渋
滞
解
消
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
早
期
完
成
を
促
進
す

べ
く
積
極
的
な
要
望
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

県
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
主
要
地
方

道
大
洗
友
部
線
の
小
鶴
地
内
か
ら
茨
城

町
運
動
公
園
前
ま
で
の
区
間
が
、
令
和

７
年
11
月
に
開
通
し
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
残
り
の
国
道
６
号
ま
で
の
区
間
に

つ
い
て
も
、
県
土
木
部
に
お
い
て
早
期

完
成
を
目
指
し
着
実
に
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
主
要
地
方
道
内

原
塩
崎
線
（
長
岡
中
山
バ
イ
パ
ス
）
や

一
般
県
道
宮
ケ
崎
小
幡
線
な
ど
の
各
路

線
に
つ
い
て
も
、
渋
滞
解
消
や
安
全
対

策
の
観
点
か
ら
、
県
と
の
協
力
お
よ
び

連
携
を
図
り
、
引
き
続
き
整
備
促
進
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

都
市
計
画
事
業
に
つ
い
て
は
、
社
会

経
済
情
勢
や
土
地
利
用
状
況
の
変
化
、

住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
め
ま
ぐ
る

し
い
変
化
に
柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
、

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
で
あ
る
「
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
改
定
を

進
め
る
と
と
も
に
、
市
街
化
調
整
区
域

に
お
い
て
も
宅
地
開
発
需
要
の
高
い
地

域
に
つ
い
て
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
く

地
区
計
画
制
度
を
活
用
し
、
実
情
に
応

じ
た
戦
略
的
な
土
地
利
用
計
画
の
検
討

を
進
め
ま
す
。

　

行
政
機
関
や
商
業
施
設
が
集
積
す
る

役
場
周
辺
地
域
の
賑
わ
い
創
出
と
防
災

力
強
化
を
目
的
と
し
た
都
市
構
造
再
編

集
中
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
茨
城
町

文
化
交
流
会
館
「
い
ば
Ｓ
Ｕ
Ｎ
ホ
ー

ル
」
の
整
備
と
併
せ
て
、
ポ
ケ
ッ
ト

パ
ー
ク
整
備
に
よ
る
賑
わ
い
創
出
の
ほ

か
、
文
化
交
流
会
館
に
付
帯
す
る
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
や
か
ま
ど
ベ
ン
チ
の
整

備
、
小
堤
排
水
機
場
の
ポ
ン
プ
能
力
増

強
お
よ
び
電
気
室
の
耐
震
耐
水
化
を
進

め
、
防
災
機
能
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

Ｄ
Ｘ
推
進
に
つ
い
て
は
、
職
員
研
修

の
充
実
に
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
へ
の

理
解
を
深
め
、
目
的
遂
行
の
た
め
に
適

切
・
効
果
的
に
活
用
で
き
る
能
力
の
向

上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
Ａ
Ｉ

等
の
先
端
技
術
を
活
用
し
、
業
務
効
率

化
を
図
る
と
と
も
に
、
窓
口
改
革
に
よ

り
、
「
行
か
な
い
、
書
か
な
い
、
待
た

せ
な
い
」
窓
口
の
実
現
を
目
指
し
、
町

民
の
さ
ら
な
る
利
便
性
向
上
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

※

Ｄ
Ｘ･･･
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ―

シ
ョ
ン
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
、
社
会
や
生
活
の
形
を
変

え
る
こ
と
。

み
ん
な
の
力
で
つ
く
る
自
立
し
た
ま
ち

　

郷
土
を
愛
す
る
心
や
、
人
を
思
い

や
る
温
か
さ
な
ど
、
本
町
町
民
の
豊

か
な
人
間
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
町

民
、
各
団
体
、
民
間
企
業
、
大
学
等

の
積
極
的
な
参
加
お
よ
び
協
働
を
促

し
、「
全
員
参
加
」
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

花
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て

は
、「
花
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画

（
花
ま
ち
プ
ラ
ン
）
」
に
基
づ
き
、

水
府
学
院
や
花
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
と
と
も
に
、
役
場
庁
舎
前
な
ど
の

公
共
施
設
や
各
集
落
の
遊
休
地
を
活

用
し
て
花
壇
整
備
を
進
め
、
や
す
ら

ぎ
の
あ
る
景
観
づ
く
り
に
努
め
る
と

と
も
に
、
新
た
な
交
流
機
会
の
創
出

と
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向

け
た
、
町
民
と
の
協
働
に
よ
る
花
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　環境美化への取り組みをさらに発展させるため
に策定した「花のまちづくり推進計画」に基づき、
人と人とが交流する美しいまちづくりを進めます。

　民間事業者による開発の可能性が高い市街化調
整区域について、町の活性化と町民の生活環境の
向上を図るため、新たな土地利用を促す地区計画
の導入を検討します。

花のまちづくりの推進 市街化調整区域地区計画方針等検討事業

町税
44億2,287万円

繰出金
14億7,919万円

その他
8億366万円

扶助費
29億1,870万円

人件費
29億8,405万円

公債費
9億6,722万円

補助費等
18億8,003万円

物件費
22億1,512万円

普通建設事業費
17億3,203万円

繰入金
12億8,157万円

その他
9億1,241万円国県支出金

34億3,298万円

その他
13億5,047万円

町債
7億8,230万円

地方交付税
27億9,740万円

　町内事業所の就業者等を
含む転入世帯を対象に支援
金を交付し、移住時の負担
軽減とともに移住・定住の
促進を図ります。

就業者の移住に係る費用助成

物
価
高
対
策
に
つ
い
て

　

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、
令
和

７
年
12
月
に
成
立
し
た
国
の
補
正

予
算
に
よ
り
交
付
さ
れ
る
物
価
高

騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
を
活
用
し
、
令
和
７
年
度

末
に
１
人
７
，
０
０
０
円
分
の
地

域
商
品
券
を
配
布
し
た
ほ
か
、
令

和
８
年
度
に
は
、
水
道
料
の
基
本

料
金
３
か
月
減
免
、
地
区
で
管
理

す
る
防
犯
灯
の
電
気
料
に
対
し
、

１
基
あ
た
り
１
，
５
０
０
円
の
補

助
、
中
小
企
業
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

高
騰
に
対
す
る
負
担
軽
減
策
と
し

て
１
社
あ
た
り
３
万
円
の
補
助
な

ど
、
７
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

4

町税
44億2,287万円

繰出金
14億7,919万円

その他
8億366万円

扶助費
29億1,870万円

人件費
29億8,405万円

公債費
9億6,722万円

補助費等
18億8,003万円

物件費
22億1,512万円

普通建設事業費
17億3,203万円

繰入金
12億8,157万円

その他
9億1,241万円国県支出金

34億3,298万円

その他
13億5,047万円

町債
7億8,230万円

地方交付税
27億9,740万円
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令和８年度の町税等に関するお知らせ

茨城県低所得の
子育て世帯生活応援特別給付金について

　茨城県では、物価高の影響を受けて困難に直面している低所得の子育て世帯を見舞う観点から、子ども一人当た
り５万円の特別給付金を支給することが決定しました。ひとり親等で児童扶養手当を受給している方およびひとり
親世帯以外で令和７年度町民税均等割が非課税の方（令和８年１月の児童手当受給者）は、原則申請不要であり、
給付金を支給していますが、下記に該当する方は申請が必要です。

▶申請が必要な方 ひとり親であっても児童扶養手当を受給していない方
公的年金等（遺族年金、障害年金、老齢年金、労災年金、遺族補償など）を受給して  
いることにより、児童扶養手当の支給を受けていない方

▶支給額 対象児童一人当たり５万円
 （１回限りの支給です。ひとり親世帯以外の給付金と併給はできません。）
▶申請期限 ４月30日（木）

※提出期限内に申請がなかった場合は支給されません。
▶申請方法 茨城県ホームページに詳しく掲載されていますので、必要書類等をご確認

の上、申請期限までに町こども課へ申請書等を提出してください。

ひとり親世帯分

【問合せ先】 茨城県福祉部子ども政策局青少年家庭課 ☎ 029－301－2183
 町こども課 ☎ 029－240－7144（直通）

県ホームページは
こちらから

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【問合せ先】 茨城町桜の郷コミュニティーセンター ☎ ０２９－２１９－００４４
 秘書広聴課　秘書広報・協働推進グループ ☎ ０２９－２９１－８８０２（直通）

　桜の郷コミュニティーセンターは、町民の皆さまの交流活動や地域のコミュニティー活動などに活用
いただくため、諸室の貸し出しを行っています。

【施設の名称・所在地】
　　茨城町桜の郷コミュニティーセンター
　　（桜の郷コミセン）
　　茨城町桜の郷3114－9
【開館・閉館時間】
　　午前８時30分～午後５時
【休館日】
　　毎週月・木曜日
　　※月曜日および木曜日が国民の祝日にあたる場合は
　　　その翌日が休館日となります。
【諸室の利用方法】
　　町ホームページをご確認いただくか、直接下記まで
　　お問い合わせください。
【フリースペースについて】
　　フリースペースを開放しています。学生の学習や少
　人数での打合せなどに。絵本なども用意していますの
　で、皆さまお気軽にご利用ください！

の利用について

＜集会室１＞ ＜フリースペース＞

その他の注意事項や開館日など、詳しくは町ホームページをご確認ください。

場合は

記まで

習や少
ますの

は町は町は町は町は町は町はは町は町は町は町ホホホホホホーホホーホーホ ペムペムペムペムペムペムペムペムペムペムペムペムペ ジジジジジージージージージージ ごをごをごをごをごをごをごをごをごをごをご確確認確認確認確認確認確認確認確認確確認くだくだくだくだくだくだくだくだくだささいさいさいさいさいさいさい。。。

Information
・フリーWi-Fiがあります。諸室やフリース
ペース利用の際にお使いください。
・自動販売機を設置しています。
・町図書館で借りた本やCD・DVDを桜の郷コ
ミセンに返却することができます。
・フリースペースの絵本や児童図書など、自由
にご利用いただけます。
　※施設外への持ち出しはご遠慮ください。
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◎町税の全期納付書の廃止について

◎納税通知書等の発送について

令和８年度の町税等に関するお知らせ令和８年度の町税等に関するお知らせ令和８年度の町税等に関するお知らせ

　納付書を使用し納税していただいている方について、これまで全期用の納付書と期別用の納付書を送付して
いましたが、二重納付防止と事務効率化のため、令和８年度から全期用の納付書を廃止します。
　年間の税額を一括して納付する場合は、期別用の納付書をすべて使用することで一括納付が可能となります。

【対象税目】
　固定資産税、町県民税・森林環境税
　※口座振替で４期分をまとめて第１期納期限に納付する場合は、これまで通り、全期でお申し込みください。

　令和８年度の町税等に関する納税通知書等は、次の日程により、発送します。

※町県民税を納付書により納付（普通徴収）
する方への発送日となります。給与から天
引きの方（特別徴収）は、決定通知書を勤
務先から受け取ることになります。

　※各税目・保険料の納期限日は、当月の月末となります（12月のみ25日）。    　
※納期限日が休祭日の場合は、翌日が納期限の日となります。     

介護保険料（暫定）
固定資産税
軽自動車税
町県民税・森林環境税　※
後期高齢者医療保険料
国民健康保険税
介護保険料（決定）

４月　７日（火）
４月　９日（木）
５月　１日（金）
６月１２日（金）
７月１３日（月）
７月１４日（火）
８月　７日（金）

発　送　日税　　目

◎町税等の納期について
　令和８年度の町税等納期は、下表のとおりです。

◎口座振替のご案内
　町税等の納付につきましては、安全・便利な口座振替をおすすめしています。

【問合せ先】      
　〇固定資産税、町県民税、軽自動車税に関すること 税務課　　　☎０２９－２４０－７１０４（直通）
　〇国民健康保険税、後期高齢者医療保険料に関すること 保険課　　　☎０２９－２４０－７１１３（直通）
　〇介護保険料に関すること 長寿福祉課　☎０２９－２９１－８４０７（直通）

固定資産税
町県民税・森林環境税
軽自動車税
国民健康保険税
介護保険料
後期高齢者医療保険料

１期

１期

４月

全期

５月

１期

２期

６月

２期

１期

１期

７月

２期

２期
３期
２期

８月

３期

３期

９月

３期

４期
４期
４期

10月

３期

５期

５期

11月

６期
５期
６期

12月

４期
４期

７期

７期

１月

８期
６期
８期

２月

９期

３月納　期　月
税　目　等

口座振替全般については
こちら

Web口座振替受付サービス
についてはこちら

キャッシュカードによる口座振替
申し込みについてはこちら
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